
No.２４８２
甲斐駒を源とする美しい渓谷
尾 白 川 渓 谷 ･日 向 山
実施日 ２０１７年８月２７日（日）
天 候 薄曇り
リーダー 渋谷 京子
参加者 涌井良明、島本陳重、山崎

富美恵、石附智江、渋谷賢
寿、渋谷京子、石原勝正、
徳山敬子 計８名

費 用 JR 9,708円(新宿起算特急利用
時) 代1,750円 計11,458円

タイム おじろ駐車場(9:55)竹宇駒ヶ岳
神社(10:05)千ヶ淵(10:10∼10:4
5)矢立石登山口(10:50)休(5)日
向山登山口(11:50∼12:00)昼食
(12:15∼12:35)休(5)日向山(13:5
5∼14:25)休(5)下山口(15:45)

ハプニング発生！おじろ駐車場から竹
宇駒ヶ岳神社、そして吊り橋を渡ろうと
した矢先「尾白川渓谷、千ヶ淵から先通

行止め8/25」と北
杜市観光課の看板
が・・数日前に崩
落があったらしい。
吊り橋を渡り確認
しに向かうと甲斐

駒黒戸尾根方面は問題ないが滝めぐりコ
ースは封鎖。たった10分で撤退を余儀
なくされた。河原で家族連れが川遊びに
興じている。川遊び＆ワイナリー見学で
帰る訳にもいかず「じゃ～日向山へ行こ
う」と声があがり、神社まで戻り矢立石
登山口から登り始めた
数年前の会山行
で経験者もいるの
で一安心！薄曇り
の森の中は幾らか
涼しい。
ところが急登続きで全身汗びっしょりに
・・・休憩を交え1時間程で日向山ハイ

キングコース登山口の林道に到着。
水分、エネルギー補給後登りに取り付く。
緩やかな登山道を暫く進んだところで昼
食タイム、ザックが軽くなったところで
〈身体が重い～〉
出発。すると木
に「10－2」のプ
レートが・・カウ
ントしながら登る
こと1時間半、漸く樹林帶を抜けると山頂

に飛び出した。
なんと一面の白砂
が広がっていた。
目の前には大きな山
々が聳え立ってい

る。確か左には甲斐駒の筈だが、残念！雲の
中でてっぺんは見えない。右奥は八ヶ岳連峰、
里は甲斐大泉の集落か？
素晴らしい展望
にしばし時を忘
れ、目一杯砂の
感触を靴底に刻
んだ。写真に収
まり下山にかか
る。来た道を快調に下って行く。今度は
「10―9」から始まり、モミジ、唐松林
を抜け1時間強でタクシーの待つ下山口
に降り立った。
今回は涼しい渓谷
歩きを楽しみに来
た筈が突然の山歩
きになりガッカリ
させてしまい申し訳ありません。直前の
情報の確認を怠った（5日前に問い合わ
せ）事が反省点です。参加された皆さん、
ご協力有り難うございました。
懲りずに又、ご一緒に～！

（記・渋谷 京子）
(写真提供・涌井良明／石原勝正)


